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この動向が問題視されたのは 1970 年代初頭にまでさかのぼる [2]。以来、種々の観点から
の研究が行われている [3]-[9] が、若者を対象とした調査研究に基づく若者の地方からの流
出問題の報告は比較的に新しく、また基礎データの蓄積は決して十分といえるものではない























評価：　必要度 1（最低） 　必要度 2　　必要度 3　　必要度 4　　必要度 5（最高）
項目：


















C19. 全国的に TV やラジオ等で活躍している地元の人がいる
C20. 全国的な知名度が高い
図 1　アンケート調査票
調査研究は、2018 年 7 月に人口 10 万人規模の福島県会津地方の高校にて行った。対象
生徒は 2 年生のみで高校の協力のもとで実施された。また、アンケート票の配布と回収は







ついて報告するので、残りの部分は割愛する。集計の際には、評価にある「必要度 1 ～ 5」
はそのまま数値化されている。










い順に表示されている。したがって、C9 ～ C12 と C14 ～ C16 からなる ML2（以下では男
子因子２と呼ぶ）、C2、C3、C5 ～ C8 からなる ML5（男子因子 5）と C18 ～ C20 により構
成される ML4（男子因子 4）の寄与率が最も大きいもので、10% を超えている。また、図













（cumulative var）は 63% であるが、寄与率が 10% 以上になっているのは、最初の二つの因
子のみである。つまり、C8 ～ C12 と C14 からなる ML5（以下では女子因子 5 と呼ぶ）の
寄与率は 20% で、C15、C18 ～ C20 により構成される ML3（女子因子 3）の寄与率は 10%
である。これらの因子は「交通・ファッション・集まる」と「全国的に高い知名度」を表し
ていると思われる。
全生徒の因子分析は図 4 のとおりであり、モデルは 6 個の因子からなるものである。こ
こで、C8 ～ C12、C14 と C15 からなる ML1（以下では全生徒因子 1 と呼ぶ）と C18 と




男子因子 2 の集計は図 5 に示すとおりである。必要度 5 が最も多いのは「C10. 買い物や
飲食、娯楽等が可能な複合施設がある」（44.8%）である。この項目は、必要度 5 と必要度
4 の合計においても最も多いもので、二番目に多いのが「C11. 駅の周辺に店やデパートが
集中していて発展している」の 69% である。一方で、必要度 5 と必要度 4 の合計が最も少
ないのは「C15. 芸能人やタレントのライブが定期的に開かれる」（29.1%）である。
図 5　男子生徒の因子２の集計
　男子生徒の男子因子 5 の集計は図 6 にある。必要度 5 が最も高いのは「C8. 公共交通機
関が発達していること」で 43.7% に達しているが、必要度 4 の割合を加えると男子生徒の
82.8% が肯定的に回答していることになる。続いて「C2. 物の塗装や道路沿いの整備による
街の雰囲気」、「C7. 駅前が栄えている」と「C6. 商店街が活気にあふれている」の順に必要
度 5 と必要度 4 の合計が高くなり、60% 台にある。
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図 6　男子生徒の因子 5 の集計
図 7　男子生徒の因子 1・3・4 の集計
　男子生徒の男子因子 1、男子因子 3、そして男子因子 4 は図 7 のとおりである。男子因子
１の「C17. スポーツや文化的、芸術的なイベントを楽しめる」の必要度 5 と必要度 4 の合
計は 50% 台であるのに対し、男子因子 3 と男子因子 4 のそれらは 50% 以下で、必要度 3




　さて、女子生徒の女子因子 5 の集計は図 8 の提示されている。「C8. 公共交通機関が発達
していること」、「C9. はやりのファッション・美容品が入手可能」と「C10. 買い物や飲食、
娯楽等が可能な複合施設がある」の順に高く、必要度 5 は 50% 以上になっている。また、
全体的に、必要度 5 と必要度 4 の合計は 60% 以上になっている。
図 8　女子生徒の因子 5 の集計
　図 9 に示すように「C15. 芸能人やタレントのライブが定期的に開かれる」に対する女子
の必要度 5 は 31.6% で女子因子 3 を構成するものの中では最も多いもので、必要度 5 と必
要度 4 の合計が 50% を超える唯一のものである。ところで、女子因子 4 をなす「C16. 一年
中使用可能なレジャー施設」、「C17. スポーツや文化的、芸術的なイベントを楽しめる」の
特徴は必要度 5 と必要度 4 の合計が 60% 台になっていることである。
　同様に女子因子 1 の「C6. 商店街が活気にあふれている」と「C7. 駅前が栄えている」、そ
して女子因子 2 の「物の塗装や道路沿いの整備による街の雰囲気」も 60% を超えている（図
10）。しかし、女子因子 1 の「C5. 人口が多い」や女子因子 6 の「C1. 観光名所が多い ( 歴
史的な建造物なども含む )」、「C4. 自然が豊かである」、「C13. 慣行行事が多い」および女子
因子 7 の「C3. 年中ある程度温暖な気候である」の評価は肯定的ではない（図 11）。
　図 12 のとおり全生徒の全生徒因子 1 において「C8. 公共交通機関が発達していること」
と「C10. 買い物や飲食、娯楽等が可能な複合施設がある」の必要度 5 はそれぞれ 55.0% と
54.8% で最も多いものではあるが、全体的に見ると、「C15. 芸能人やタレントのライブが定
期的に開かれる」を除き、必要度 5 と必要度 4 の合計はすべての項で 50% 以上になっている。
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図 9　女子生徒の因子 3・4 の集計
図 10　女子生徒の因子 1・2 の集計
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図 11　女子生徒の因子 6・7 の集計
図 12　全生徒の因子 1 の集計
05伊豆田41-53.indd   49 2019/01/16   0:47
−50−
山形県立米沢女子短期大学紀要　第54号
図 13　全生徒の因子 2・3 の集計
図 14　全生徒の因子 5 の集計
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図 15　全生徒の因子 4・6 の集計
　図 13 は全生徒の全生徒因子 2 と全生徒因子 3 の集計である。前者の「C16. 一年中使用
可能なレジャー施設」と「C17. スポーツや文化的、芸術的なイベントを楽しめる」の必要
度 5 と必要度 4 の合計が 50% 以上を占めているのに対し後者の「C18. スポーツや文化的、
芸術的な団体の本拠地がある」と「C19. 全国的に TV やラジオ等で活躍している地元の人
がいる」のそれは肯定的なものではない。同様に図 14 に示す全生徒因子 5 の「C2. 物の塗
装や道路沿いの整備による街の雰囲気」を除くと、残りの項目の合計は肯定的ではない。
　図 15 の全生徒因子 4 と全生徒因子 6 を構成する項目は図 13 と類似のパターンを表して
いる。つまり、「C6. 商店街が活気にあふれている」と「C7. 駅前が栄えている」において必


















ファッション・集まる」と「全国的に高い知名度」を構成する項目、女子因子 3 の「C15. 
芸能人やタレントのライブが定期的に開かれる」、女子因子 4 の「C16. 一年中使用可能なレ
ジャー施設」と「C17. スポーツや文化的、芸術的なイベントを楽しめる」、女子因子 1 の「C6. 




なお、全生徒の分析により、2 年生の生徒にとっては、C15 を除き、全生徒因子 1 を構
成する項目、全生徒因子 2、全生徒因子 5 の C2 と全生徒因子 4 が必要な要素になる。これ
らは、買い物をする場所が必要だという点においては男子と女子に共通するが、女子の人数
が多いため、女子の指向を強く表していることも考えらえる。
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